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北
秋
田
市
医
療
講
演
会
が
、
３
月
18
日
に

市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
約
６
０
０
人
の
市

民
が
聴
講
し
、
今
後
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
に
向
け
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
平
塚
市
民
病
院
（
神
奈
川
県
）

消
化
器
外
科
部
長
の
山
本
聖
一
郎
氏
が
「
地

域
連
携
を
目
指
し
た
外
科
治
療
」
と
題
し
て

講
演
。
山
本
氏
は
最
先
端
医
療
の
腹
腔
鏡
手

術
に
つ
い
て
解
説
し
、
開
腹
手
術
よ
り
も
術

後
の
回
復
が
早
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
北
秋
田
市
民
病
院
地
域
医
療
連

携
室
副
師
長
の
山
城
洋
子
氏
が
「
医
療
か
ら

在
宅
へ
〜
北
秋
田
市
民
病
院
の
取
り
組
み
」

と
題
し
て
実
践
発
表
し
ま
し
た
。

　
聴
講
者
は
、
最
先
端
医
療
や
地
域
連
携
の

取
り
組
み
に
聴
き
入
り
な
が
ら
、
改
め
て
地

域
医
療
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
春
彼
岸
の
中
日
に
あ
た
る
３
月
20
日
、
合

川
地
区
の
各
集
落
で
伝
統
行
事
「
万
灯
火
」

が
行
わ
れ
、
迎
え
火
の
明
か
り
が
残
雪
の
山

間
を
照
ら
し
出
し
ま
し
た
。

　
万
灯
火
は
、
合
川
地
区
の
小
阿
仁
川
流
域

で
古
く
か
ら
行
わ
れ
、
山
の
尾
根
や
沢
づ
た

い
に
松
明
を
灯
し
て
祖
先
の
霊
を
迎
え
る
伝

統
行
事
。
現
在
は
、
ダ
ン
ボ
と
呼
ば
れ
る
油

を
染
み
込
ま
せ
た
布
玉
を
、
針
金
で
支
柱
に

結
び
つ
け
て
燃
や
し
、
先
祖
を
し
の
ぶ
と
と

も
に
豊
年
満
作
な
ど
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
午
後
６
時
頃
か
ら
各
集
落
で

点
火
が
始
ま
り
、
数
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る

万
灯
火
や
火
文
字
が
暗
闇
に
浮
か
び
上
が
る

と
、
道
路
沿
い
に
は
見
物
客
が
車
を
停
車
し
、

万
灯
火
が
闇
夜
と
残
雪
を
照
ら
し
出
す
幻
想

的
な
光
景
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

４
月
６
日
か
ら
始
ま
り
、
北
秋
田
地
区
交
通

安
全
協
会
（
佐
藤
登
会
長
）
主
催
の
総
決
起

集
会
が
、
北
欧
の
杜
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
決
起
集
会
に
は
、
北
秋
田
警
察
署
を
は

じ
め
安
全
運
転
管
理
者
協
会
、
事
業
主
交
通

安
全
推
進
協
会
、
交
通
指
導
隊
連
合
会
、
交

通
安
全
母
の
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
、

約
２
０
０
人
が
参
加
。
佐
藤
会
長
は
「
悲
惨

な
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
が
ゼ
ロ
と
な
る
よ

う
地
域
一
丸
と
な
っ
て
運
動
を
繰
り
広
げ
て

い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
母
の
会
が
「
交
通
安
全

音
頭
」
を
披
露
。
集
会
の
あ
と
、
パ
ト
カ
ー

を
先
頭
に
交
通
安
全
の
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
た

軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
が
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、

市
民
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
土
砂
崩
れ
に
よ
る
運
休
を
解
消
す
る
た
め
、

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱（
佐
々
木
琢
郎
社
長
）

は
、
３
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
車
両
２

両
の
陸
上
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

　
21
日
は
阿
仁
合
駅
か
ら
２
両
を
ク
レ
ー
ン

車
で
つ
り
上
げ
、
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
に
積
み

込
み
、
22
日
に
は
阿
仁
合
駅
か
ら
国
道
１
０

５
号
を
通
っ
て
米
内
沢
駅
に
輸
送
し
、
線
路

に
車
両
を
降
ろ
す
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鷹
巣
〜
阿
仁
前
田
間
で
は
、
２
月
17
日
に

小
渕
駅
付
近
で
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
の
あ
と
、

１
両
で
運
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
陸

上
輸
送
に
よ
り
同
区
間
の
車
両
は
３
両
と
な

り
、
４
月
１
日
か
ら
運
休
は
解
消
さ
れ
ま
し

た
。
土
砂
崩
れ
で
不
通
に
な
っ
て
い
る
阿
仁

前
田
〜
阿
仁
合
間
の
復
旧
工
事
は
、
４
月
末

に
は
終
了
し
、
運
行
再
開
す
る
見
通
し
で
す
。

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
世
界
遺
産
登
録
推
進
サ
ケ

放
流
事
業「
第
７
回
カ
ム
バ
ッ
ク
・
縄
文
サ
ー

モ
ン
」
が
、
４
月
15
日
に
同
遺
跡
近
く
を
流

れ
る
湯
車
川
で
行
わ
れ
、
市
民
や
児
童
な
ど

約
30
人
が
参
加
し
、
サ
ケ
の
稚
魚
約
３
万
匹

を
放
流
し
ま
し
た
。

　
縄
文
館
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
同
遺

跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
武
藤
祥
子
副
代

表
が
「
こ
こ
数
年
は
、
遡
上
す
る
サ
ケ
の
数

も
多
く
な
り
、
魚
影
の
中
に
は
大
き
い
個
体

も
見
受
け
ら
れ
、
事
業
の
効
果
が
出
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
参
加
者
た
ち
は
、川
岸
に
並
ん
で「
大
き
く

な
っ
て
帰
っ
て
来
て
」
と
声
を
か
け
、
数
年

後
の
里
帰
り
に
期
待
を
込
め
て
放
流
し
て
い

ま
し
た
。稚
魚
は
、川
面
を
力
強
く
泳
ぎ
回
り
、

下
流
に
向
か
っ
て
泳
い
で
い
き
ま
し
た
。

　
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
４
月
７
日
に
入

学
式
が
行
わ
れ
、
新
入
生
が
希
望
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
米
内
沢
小
学
校
（
佐
藤
洋
子

校
長
）
に
は
、
24
人
の
新
１
年
生
が
入
学
し

ま
し
た
。
入
学
式
で
は
、
新
入
生
が
上
級
生

に
手
を
引
か
れ
な
が
ら
、
花
の
ア
ー
チ
を
く

ぐ
っ
て
会
場
の
体
育
館
に
入
場
。
新
入
生
の

点
呼
で
は
、
先
生
か
ら
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
、

元
気
な
声
で
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
佐
藤

校
長
は
「
皆
さ
ん
の
入
学
を
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
し
た
。
交
通
安
全
に
気
を
付
け
て
元

気
に
学
校
に
通
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
市
内
小
学
校
10
校
で
１
９
３
人
が
、
中
学

校
５
校
で
は
２
２
１
人
の
新
１
年
生
が
、
学

校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

▲約600人の市民が聴講し、地域包括ケア
システムについて理解を深めた講演会

▲「まとび」、「大仏」などの火文字を描き、
先祖を供養した万灯火

▲交通安全パレードが市内を巡回し、交通
安全を呼びかけました

▲２台のクレーン車を使ってつり上げられ
る秋田内陸線車両

▲湯車川にサケの稚魚を放流するジュニア
ボランティアガイドのメンバーたち

▲上級生が持つ花のアーチをくぐって入場
する米内沢小学校の新１年生

最先端医療や地域ケアについて考える

無数の火が闇夜を照らす

地域一丸で交通事故防止を

運休解消へ２両を陸上輸送

サケの稚魚３万匹を放流

新生活に胸を弾ませる新入生

●北秋田市医療講演会

●春彼岸の伝統行事「万灯火」

●春の全国交通安全運動総決起集会

●秋田内陸線車両陸上輸送

●第７回カムバック・縄文サーモン

●市内小中学校入学式

ふ
く
く
う

た
い
ま
つ


